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安
倍
総
理
は
三
月
一
五
日
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参

加
を
発
表
し
た
。
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
の
菅
総
理
（
当

時
）
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
検
討
の
発
表
以
来
、
約
二

年
半
ぶ
り
に
決
断
を
下
し
た
こ
と
に
な
る
。
布
石
と

な
っ
た
の
は
二
月
の
日
米
共
同
声
明
で
あ
る
。「
聖
域
」

が
認
め
ら
れ
衆
議
院
選
挙
で
の
公
約
を
違
え
る
こ
と

な
く
交
渉
参
加
が
可
能
と
な
っ
た
。
安
倍
総
理
の
決

断
に
は
素
直
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

こ
の
二
年
半
続
き
、
今
後
も
し
ば
ら
く
続
く
で
あ

ろ
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
巡
る
国
論
を
二
分
す
る
大
論
争

が
起
き
た
の
は
日
本
の
み
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の

情
報
が
不
十
分
だ
っ
た
面
は
あ
る
が
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自

由
貿
易
協
定
）
を
含
め
貿
易
自
由
化
に
つ
い
て
の
理

解
不
足
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
反
対
派
に

は
自
由
貿
易
に
反
対
す
る
論
者
も
い
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
自
由
貿
易
体
制
の
恩
恵
を
最
も
受
け
た

日
本
が
自
由
貿
易
に
反
対
す
る
の
は
自
国
の
利
益
の

み
を
追
求
す
る
利
己
的
な
行
動
と
し
て
国
際
社
会
か

ら
理
解
を
得
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

自
由
貿
易
と
い
っ
て
も
全
て
自
由
に
す
る
わ
け
で
は

な
い
。
世
界
の
貿
易
の

ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る

Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
、
公
徳
の
保

護
、人
動
植
物
の
健
康
、

知
的
財
産
権
の
保
護
な

ど
の
た
め
の
貿
易
の
制

限
を
認
め
て
い
る
（
一

般
例
外
）。
ま
た
、
平
和

と
安
全
の
た
め
の
禁
輸

措
置
、
武
器
・
核
物
質

の
取
引
な
ど
も
規
制
を

認
め
て
い
る
（
安
全
保
障
例
外
）。
ポ
ル
ノ
、麻
薬
、

武
器
、
安
全
で
な
い
食
品
、
コ
ピ
ー
商
品
な
ど
の
輸

入
を
規
制
す
る
こ
と
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
公
認
さ
れ
た
権
利

で
あ
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
も
同
様
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
は
米
国
企
業
が
優
遇
さ
れ
日
本
市
場
が

席
捲
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
意
見
も
根
強
い
。
サ
ー

ビ
ス
や
投
資
の
自
由
化
は
、
外
国
企
業
と
国
内
企
業

を
同
等
に
扱
う
（
内
国
民
待
遇
）
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
競
争
条
件
を
平
等
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
外

国
企
業
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
か
ど
う
か
は
消

費
者
が
決
め
る
の
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
や
投
資
で
は

例
外
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
企
業
は
海
外
で
優

れ
た
品
質
と
サ
ー
ビ
ス
で
高
い
評
価
を
得
て
お
り
市

場
を
獲
得
し
て
い
る
。
自
国
企
業
は
外
国
で
自
由
化

の
メ
リ
ッ
ト
は
享
受
す
る
が
外
国
企
業
に
は
許
さ
な

い
と
い
う
の
は
公
平
で
は
な
い
。

農
業
補
助
金
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
農
業
協
定
で
収
入
減

少
へ
の
補
償
、
地
域
援
助
対
策
、
食
料
安
全
保
障

な
ど
様
々
な
目
的
の
も
の
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

関
税
に
よ
る
保
護
が
削
減
さ
れ
て
も
補
助
金
に
よ

る
保
護
は
可
能
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
ベ
ト
ナ
ム
、
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
途

上
国
を
含
め
十
一
カ
国
が
参
加
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
は
中
国
へ
の
過
度
の
経
済
依
存

か
ら
の
脱
却
と
い
う
経
済
安
全
保
障
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
や
マ
レ
ー
シ
ア
は
米
国
市
場
へ
の
ア
ク
セ

ス
な
ど
各
国
は
長
期
的
な
国
益
確
保
の
た
め
の
戦

略
に
よ
り
交
渉
に
加
わ
っ
て
い
る
。
米
国
は
ア
ジ

ア
太
平
洋
で
の
経
済
利
益
と
安
全
保
障
戦
略
に
基

づ
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
進
め
て
い
る
。
日
本
は
被
害
論
議

だ
け
で
は
な
く
ア
ジ
ア
地
域
の
発
展
と
安
全
保
障

と
い
う
長
期
戦
略
に
基
づ
き
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。

（
石
川
幸
一　

ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
と
貿
易
自
由
化
の
理
解

　
✿ 

研
究
所
だ
よ
り 

✿

　

ア
ジ
ア
研
究
所
は
こ
の
ほ
ど
雲
南
大
学
Ｇ
Ｍ
Ｓ
研
究
セ
ン
タ
ー

と
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
雲
南
大
学
は
中
国
雲
南
省

の
省
都
昆
明
に
あ
る
学
生
数
四
万
人
の
総
合
大
学
で
す
。
雲
南
省

は
東
南
ア
ジ
ア
と
の
交
流
の
窓
口
で
あ
り
、
Ｇ
Ｍ
Ｓ
研
究
セ
ン

タ
ー
は
Ｇ
Ｍ
Ｓ(

大
メ
コ
ン
圏)

を
中
心
に
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
中

心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
と
は
す
で
に
交
流
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
協
定
締
結
を
機
に
一
層
拡
充
い
た
し
ま
す
。

ア
ジ
ア
研
究
所
は
二
十
四
年
度
に
次
の
よ
う
な
研
究
成
果
を

刊
行
し
ま
し
た
。
（
紀
要
、
叢
書
、
研
究
報
告
書
）

※
ア
ジ
ア
研
究
所　

叢
書
27
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ジ
ア
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政
治
の
季
節
―
ど
う
政
治
は
変
わ
る
か
ー
』

 

本
体
価
格
一
、二
〇
〇
円
（
税
別
）

　
　

目　
　

次

　

ダ
ブ
ル
選
挙
で
過
熱
す
る
韓
国
―
揺
れ
る
大
韓
民
国
体
制
―

…
…
…
…
…
…
…
… 

野
副　

伸
一
（
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
再
登
場
―
ロ
シ
ア
の
政
治
変
動
と
ア
ジ
ア
志
向
論
―　

　

…
…
…
…
…
…
… 

永
綱　

憲
悟
（
国
際
関
係
学
部
学
部
長
）

　

二
〇
一
二
年
米
国
大
統
領
選
挙
と
東
ア
ジ
ア

　

…
…
…
…
…
…
… 

滝
井　

光
夫
（
桜
美
林
大
学
名
誉
教
授
）

　

権
力
構
造
か
ら
見
る
習
近
平
の
中
国

…
… 

阿
部　

純
一
（
財
団
法
人
霞
山
会
理
事
・
研
究
主
幹
）

　

米
中
新
冷
戦
下
の
朝
鮮
半
島
―
韓
国
は
海
洋
勢
力
側
に
留
ま
る
か
ー

…
…
…
…
…
… 

鈴
置　

高
史
（
日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員
）

※
ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要　

第
三
十
九
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（
二
〇
一
二
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※
ア
ジ
ア
研
究
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リ
ー
ズ
（
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
論
文
集
）

　

（
非
売
品
）

ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
№
80
『
新
段
階
を
迎
え
た
東
ア
ジ
ア
II
』

ア
ジ
ア
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
№
81

研
究
シ
リ
ー
ズ
№
82
『
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
持
続
的
成
長
の

　

た
め
の
諸
条
件
』

ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
№
83
『
ア
ジ
ア
諸
国
に
み
る
環
境
型
社
会
』


